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日
本
文
学
・
日
本
語
史
学
博
士
前
期
課
程
1
年

宇

直

和

弥

安
部
公
房
『
密
会
』
論

ー
同
時
代
の
医
療
•
福
祉
と
接
続
し
て
ー

は
じ
め
に

安
部
公
房
(
-
九
―
一
四

S
一
九
九
三
）
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
か
つ
寓
意
的
な
作
品
に
よ

り
戦
後
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
•
S
F

文
学
を
牽
引
す
る
と
と
も
に
、
演
劇
・
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
な
ど
も
制

作
す
る
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
に
活
動
し
た
国
際
的
作
家
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
政
治
・
文
化
に
対
す

る
批
評
的
か
つ
前
衛
的
な
作
品
を
発
表
し
活
躍
す
る
も
、
共
産
党
除
名
(
-
九
六
一
）
後
は
作
品
の
政

治
・
文
化
的
前
衛
性
の
衰
え
が
批
判
さ
れ
、
七

0
年
代
以
降
は
作
品
の
発
表
頻
度
も
低
下
、
内
容
・
構

成
が
複
雑
化
す
る
一
方
で
「
テ
ク
ス
ト
の
空
転
」
自
体
が
「
小
説
作
法
の
一
種
の
定
型
」
化
し
た
1

と
さ

れ
る
。
本
発
表
で
扱
う
後
期
小
説
『
密
会
』
2

も
ま
た
、
物
語
性
の
曖
昧
さ
・
構
成
の
複
雑
さ
に
よ
り
、

評
価
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
作
品
で
あ
る
。

本
作
で
は
、
謎
の
通
報
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
妻
を
追
っ
て
盗
聴
シ
ス
テ
ム
に
覆
わ
れ
た
病
院
に
来
院

し
た
「
男
」
こ
と
「
ぼ
く
」
自
身
に
よ
り
、
彼
が
他
人
の
下
半
身
を
取
り
付
け
て
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
を
解

消
す
る
「
馬
」
こ
と
副
院
長
、
親
の
い
な
い
「
試
験
管
ベ
ビ
ー
」
で
あ
る
女
秘
書
な
ど
の
人
物
に
め
ぐ

り
会
い
、
院
内
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
様
が
記
述
さ
れ
る
。
同
時
代
的
に
は
「
管
理
社
会
の
極
限
化

さ
れ
た
か
た
ち
」
3

、
「
性
の
野
放
図
な
解
放
の
場
」
4

を
描
く
小
説
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
る
も
、
「
図

式
の
上
に
饒
舌
を
つ
み
か
さ
ね
た
こ
の
作
品
を
、
い
っ
た
い
何
と
呼
べ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
5

と
評

価
は
高
く
な
か
っ
た
。
一
方
、
後
に
本
作
を
評
価
し
た
平
岡
実
頼
は
病
院
と
い
う
場
に
着
目
し
、
「
病

院
の
敷
地
と
町
と
の
境
界
線
が
定
か
で
な
い
」
、
「
医
者
も
患
者
で
あ
り
、
患
者
も
警
備
員
で
あ
る
よ
う

な
〈
病
院
1
1
社
会
〉
」
の
構
図
を
見
出
し
て
い
る
6
0

近
年
の
研
究
で
は
、
「
管
理
シ
ス
テ
ム
の
中
」
に
お
け
る
「
弱
者
（
患
者
）
／
強
者
（
医
者
）
と
い
う

区
別
」
の
混
沿
を
示
す
河
田
綾
7

、
「
「
ぼ
く
」
自
身
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
書
か
せ
よ
う
と
す
る
」
副
院

I

野
崎
歓
「
ジ
ャ
ン
1
1

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ト
ゥ
ー
サ
ン
と
安
部
公
房
疲
労
の
詩
学
」

「國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
二

（
九
）
、
學
燈
社
、
一
九
九
七
・
八
、
一
―
四
＇
一
―

1
0頁

2

『
密
会
』
新
潮
社
、
一
九
七
七
．
―
二
。
純
文
学
書
下
ろ
し
特
別
作
品
と
し
て
刊
行
。
本
発
表
で
の
本
文
引
用
は
初
刊
に
よ

る
。
ル
ビ
は
省
略
す
る
。

3

「
安
部
公
房
著
『
密
会
』
」
『
毎
日
新
間
』
一
九
七
八
年
一
月
一
六
日
付
東
京
朝
刊
六
面

4

「
安
部
公
房
著
『
密
会
』
」

『読
売
新
聞
』
一
九
七
七
年
一
―
一
月
一
一
六
日
付
朝
刊
七
面

5

岡
庭
昇
「
戦
後
文
学
の
敗
退
」
『
文
芸
展
望
』
（
二0
)、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
•
一
‘
-
―
―
―
―
八
＇
二
四
一
頁

6

平
岡
篤
頼
「
解
説
」
『
密
会
』
新
潮
社
、
一
九
八
三
•
五
、
二
四
八
＇
二
五
四
頁

7

河
田
綾
「
両
義
性
の
「
裳
」
安
部
公
房
『
密
会
』
試
論
」
『
立
教
大
学
大
学
院

H
本
文
学
論
叢
』

二
〇
、
立
教
大
学
大
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長
の
行
動
と
盗
聴
シ
ス
テ
ム
の
機
能
に
共
通
す
る
「
告
白
の
機
制
」
に
着
目
す
る
片
野
智
子
8

な
ど
、
盗

聴
シ
ス
テ
ム
に
照
準
し
、
院
内
の
事
件
を
（
情
報
）
管
理
社
会
に
お
け
る
権
力
関
係
の
寓
意
と
し
て
間

題
化
す
る
も
の
が
目
立
つ
。
一
方
で
、
病
院
の
描
写
と
同
時
代
の
医
療
•
福
祉
の
動
向
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
検
討
が
ほ
ぼ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
発
表
で
は
七
0
年
代
前
後
の
医
療
•
福
祉
の
動
向
と
、
『
密
会
』

に
お
け
る
病
院
と
の
関
わ
り
を
分
析
す
る
。
平
岡
の
提
出
し
た
〈
病
院
1
1
社
会
〉
概
念
を
同
時
代
状
況

に
照
ら
し
て
再
定
義
し
、
本
作
の
批
評
性
を
析
出
す
る
こ
と
が
、
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。

-
．
『
密
会
』
の
同
時
代
状
況

一
九
七
0
年
前
後
の
医
療
•
福
祉
の
動
向
は
、
そ
の
前
後
に
わ
た
る
変
化
を
含
め
、
相
互
に
関
係
し

も
す
る
次
の
四
つ
の
観
点
か
ら
整
理
で
き
る
。

第
一
に
疾
病
構
造
の
変
化
が
あ
る
。
戦
後
日
本
で
は
感
染
症
の
罹
患
状
況
が
改
善
さ
れ
、
健
康
問
題

の
重
心
が
成
人
病
（
生
活
習
慣
病
）
な
ど
、
生
活
管
理
や
継
続
的
治
療
を
要
す
る
慢
性
疾
患
へ
と
移
行

し
た
。
ま
た
定
期
検
診
な
ど
に
よ
る
「
〈
異
常
〉
の
発
行
率
」
増
加
と
同
時
に
「
「
異
常
値
」
を
「
疾
病
」

と
し
て
取
り
扱
う
」
確
率
的
病
因
論
が
台
頭
し
、
新
た
な
「
病
人
」
が
産
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
9
0

第
一
に
戦
後
福
祉
国
家
の
動
向
が
あ
る
1
0

。
日
本
で
は
七

0
年
代
か
ら
福
祉
部
門
の
予
算
が
急
増
す

る
11
。
医
療
福
祉
領
域
で
は
、
疾
病
構
造
の
変
化
や
高
齢
化
を
背
景
に
治
療
か
ら
予
防
、
健
康
増
進
へ

と
政
策
の
重
点
が
変
化
、
保
健
衛
生
に
関
与
す
る
保
健
所
な
ど
と
病
院
が
連
携
す
る
包
括
的
医
療
体
制

が
菫
視
さ
れ
、
治
療
施
設
と
し
て
の
病
院
単
体
の
重
要
性
は
相
対
的
に
低
下
し
た
。
一
方
で
七

0
年
代

半
ば
に
高
度
成
長
が
終
了
す
る
と
、
福
祉
行
政
は
見
直
し
の
時
期
に
入
り
、
健
康
問
題
に
つ
い
て
も
在

宅
看
護
や
セ
ル
フ
ケ
ア
が
推
奨
さ
れ
は
じ
め
た
。

第
三
に
生
命
倫
理
の
問
題
が
あ
る
。
日
本
で
は
六
八
年
、
心
臓
移
植
に
よ
り
提
供
者
・
受
容
者
両
方

が
死
亡
し
た
「
和
田
心
臓
移
植
事
件
」
か
ら
脳
死
・
臓
器
移
植
の
可
否
に
凋
す
る
議
論
が
タ
ブ
ー
化
す

る
1
2

。
ま
た
七
八
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
で
世
界
初
の
人
工
授
精
児
が
誕
生
し
、
生
命
の
誕
生
に
技
術
が
介

学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
、
二

0
ニ
―
•
三
‘
―
二
六
＇
一
四
五
頁

8

片
野
智
子
「
安
部
公
房
『
密
会
』
論
盗
聴
シ
ス
テ
ム
の
権
力
性
」
『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
六
四
、
学

習
院
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会
、
二

0
ニ
―
・
―
―
-
、
六
九
＇
八
一
一
頁

9

佐
藤
順
一
「
人
間
ド
ッ
ク
」
『
医
療
神
話
の
社
会
学
」
佐
藤
順
一
・
黒
田
浩
一
郎
編
、
世
界
思
想
社
、
一
九
九
八
・
一
、
一

＇
二
九
頁

Io

一
九
五
六
年
に
始
ま
る
「
厚
生
白
書
」
に
は
、
戦
後
か
ら

7
0
年
代
前
後
を
通
し
て
健
康
問
題
が
慢
性
疾
患
と
し
て
捉
え

ら
れ
、
対
策
の
軸
足
が
保
健
・
衛
生
関
連
施
設
に
よ
る
予
防
・
健
康
増
進
へ
と
移
行
、
ま
た
セ
ル
フ
ケ
ア
が
強
調
さ
れ
て
ゆ

く
様
子
が
見
ら
れ
る
。
厚
生
白
書
一
厚
生
労
働
省
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.m
h
l
w
.g
o
.j
p
/
t
o
u
k
e
i_
h
a
k
u
s
h
o
/
h
a
k
u
s
h
o
/
k
o
u
s
e
i
/

参

照
（
最
終
閲
覧
日
こ
一

0
二
四
・
-
・
一
四
）

11

日
本
の
幅
祉
財
政
の
通
時
的
変
化
に
つ
い
て
は
、
新
川
敏
光

『日
本
型
福
祉
レ
ジ
ー
ム
の
発
展
と
変
容
（
シ
リ
ー
ズ
・
現

代
の
幅
祉
国
家
①
）
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
―

1
0
0五
・
七
を
参
照

1
2

小
松
美
彦
「
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
は
死
生
を
ど
う
捉
え
て
き
た
の
か
」
『
生
命
の
教
養
学
へ

」
慶
應
義
塾
大
学
教
養
研
究
セ

ン
タ
ー
編
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

0
0
五
・
ニ
、
一
四
＇
四
二
頁
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に
は
、
「
「
健
康
」
の

人
の
生
／
死
に
関
わ
る
先
端
医
療
技
術
に
関

入
す
る
こ
と
へ
の
倫
理
的
懸
念
が
立
ち
上
が
る
1
3

な
ど
、

す
る
倫
理
が
間
題
化
し
は
じ
め
た
。

第
四
に
患
者
の
「
主
体
性
」
に
関
す
る
議
論
が
あ
る
。
六

0
年
代
に
輸
入
さ
れ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
の
概
念
は
八

0
年
代
後
半
に
は
浸
透
す
る
。
七
一
年
時
点
で
「
和
田
寿
郎
教
授
の
心
臓
移

植
手
術
」
を
事
例
に
「
「
同
意
」
を
考
え
直
す
」
言
説
M
が
あ
る
よ
う
に
、
先
端
医
療
と
患
者
の
同
意
が

接
続
さ
れ
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
。
戦
後
に
は
疾
病
構
造
の
変
化
や
確
率
的
病
因
論
の
台

頭
に
対
応
し
た
、
医
療
福
祉
政
策
に
お
け
る
治
療
か
ら
予
防
、
健
康
増
進
へ
の
重
心
変
化
が
あ
っ
た
。

結
果
、
新
た
な
「
病
人
」
が
産
出
さ
れ
る
一
方
、
病
院
と
い
う
施
設
単
体
の
重
要
性
は
低
下
す
る
。
他

方
で
福
祉
国
家
は
七

0
年
代
に
完
成
1
1
解
体
準
備
期
を
迎
え
、
セ
ル
フ
ケ
ア
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
同
時
期
に
は
生
／
死
の
境
界
に
介
入
す
る
医
療
技
術
の
臨
床
応
用
が
生
命
倫
理
を
要
請
し
、
そ
の

動
向
に
も
関
わ
る
形
で
、
医
療
の
場
に
お
け
る
患
者
の
「
主
体
性
」
が
問
わ
れ
も
し
た
。
病
院
内
外
／

七
0
年
代
前
後
の
各
時
期
に
お
い
て
、
医
療
・
福
祉
は
こ
の
よ
う
な
錯
綜
・
変
化
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
作
に
お
け
る
病
院
の
内
実
を
分
析
す
る
。
病
院
は
、
病
院
内
外
／
七
〇

年
代
前
後
に
お
け
る
医
療
•
福
祉
の
諸
相
が
、
「
健
康
」
の
要
請
に
直
面
す
る
人
々
の
「
主
体
性
」
に

関
す
る
問
題
を
軸
に
接
合
さ
れ
た
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

二
．
〈
病
院
11
社
会
〉
の
内
実

本
作
に
お
い
て
「
罵
／
副
院
長
」
の
語
る
、
「
自
分
の
病
気
を
正
確
に
認
識
」
し
な
い
患
者
と
「
怪

我
人
」
を
「
人
間
の
怪
我
と
し
て
扱
」
い
「
人
間
面
し
た
患
者
」
に
苛
宣
つ
医
者
、
と
い
う
構
医
は
、

医
学
知
識
や
専
門
技
能
の
不
均
衡
か
ら
生
じ
る
医
者
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
明
示
す
る
。
一
方
で
こ
の

関
係
は
、
「
弱
者
や
病
人
」
の
「
生
存
権
を
保
証
し
」
た
「
現
代
」
の
社
会
構
造
と
見
な
さ
れ
も
す
る
。

「
現
代
」
は
福
祉
国
家
（
の
医
療
福
祉
の
側
面
）
の
謂
い
で
あ
り
、
医
者
ー
患
者
関
係
は
そ
の
基
底
に

あ
る
関
係
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
病
院
に
街
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
か
、
街
に
病
院
が
割
り

込
ん
で
い
る
の
か
」
曖
昧
な
風
景
や
、
「
街
」
の
延
長
に
暮
ら
す
「
男
」
の
職
業
が
「
健
康
増
進
器
具
」

1
5

の
販
売
促
進
員
で
あ
る
こ
と
も
、
病
院
と
、
治
療
以
前
の
「
健
康
」
を
要
請
す
る
社
会
と
の
混
消
を

示
し
て
い
る
。

同
時
代
に
お
け
る
包
括
的
医
療
体
制
の
重
視
は
、
本
作
で
は
病
院
の
広
域
化
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。

こ
の
時
、
病
院
の
間
題
は
社
会
一
般
に
も
連
続
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
両
者
を
通
分
す
る
共

通
項
は
、
「
健
康
」
へ
の
要
請
に
関
わ
る
、
人
々
の
「
主
体
」
の
変
容
で
あ
る
。

13

今
井
道
夫
「
生
殖
補
助
医
療
技
術
の
位
置
」
『
生
殖
医
学
と
生
命
倫
理
（
生
命
倫
理
コ
ロ
ッ
キ
ウ
ム

1
)
」
長
島
隆
・
盛
永

審
一
郎
編
、
太
陽
出
版
、
二
0
0
1
・

―
-
、
二
O
'
四
五
頁

1
4

「
「
同
意
」
を
考
え
直
す
医
者
の
説
明
求
め
て
（
み
ん
な
の
健
康
）
」
『
朝
H
新
聞
」
一
九
七
一
年
一

0
月
二
四
日
付
東
京

朝
刊
二
六
面

1
5

「
半
病
人
の
願
望
眠
り
を
売
る
」
『
朝
日
新
間
』
一
九
七
八
年
七
月
一
四
H
付
東
京
朝
刊
一
五
面

響
き
に
弱
い
”
半
病
人
“
」
に
照
準
す
る
「
健
康
」
の
「
売
り
物
」
化
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
を
よ
く
表
す
の
が
、
病
院
の
守
衛
で
あ
る
。
彼
は
「
模
範
患
者
」
と
し
て
「
い
い
仕
事
に
あ
り

つ
」
き
、
そ
の
評
判
に
固
執
す
る
。
こ
こ
で
は
患
者
と
し
て
の
態
度
が
社
会
的
身
分
（
職
業
）
に
直
結

し
て
い
る
。
慢
性
疾
患
の
増
加
・
確
率
的
病
因
論
の
台
頭
・
セ
ル
フ
ケ
ア
の
要
請
に
よ
る
、
原
理
的
に

ほ
ぼ
不
可
能
な
「
健
康
」
へ
の
志
向
が
、
患
者
の
様
態
に
お
い
て
逆
説
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

不
可
能
な
「
健
康
」
の
要
請
へ
の
服
従
は
、
（
潜
在
的
）
病
人
と
し
て
の
自
己
認
識
・
行
動
（
規
制
）

に
逆
転
す
る
。
そ
の
参
照
項
は
定
期
検
診
や
保
健
所
な
ど
の
指
導
で
あ
る
1
6

゜
医
者
ー
患
者
関
係
は
、

「
健
康
」
を
要
請
し
（
潜
在
的
）
病
人
を
増
加
さ
せ
る
社
会
的
圧
力
の
寓
意
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

本
作
に
お
い
て
、
患
者
は
医
者
の
意
志
に
従
い
「
人
間
で
あ
る
こ
と
を
や
め
よ
う
と
」
す
る
。
そ
の

極
限
例
で
あ
る
「
仮
面
女
」
の
「
人
格
放
棄
に
よ
る
患
者
病
」
は
「
治
す
必
要
も
認
め
ら
れ
な
い
」
。

自
身
の
健
康
を
主
張
す
る
「
ぼ
く
」
が
病
院
に
お
い
て
承
認
さ
れ
な
い
こ
と
も
併
せ
、
本
作
で
は
健
康

／
不
健
康
が
逆
転
し
て
い
る
。
身
体
に
関
す
る
理
解
・
制
御
能
の
欠
如
（
の
承
認
）
に
よ
り
自
己
決
定

す
る
「
主
体
」
が
消
去
さ
れ
、
決
定
権
が
病
院
／
医
者
に
委
託
さ
れ
る
様
は
、
「
健
康
」
へ
の
要
請
に

応
え
て
自
ら
を
病
人
と
見
な
し
、
医
療
施
設
／
行
政
の
指
針
に
依
存
す
る
人
間
を
も
寓
意
す
る
。

こ
の
「
主
体
性
」
の
消
去
は
、
当
時
の
先
端
医
療
に
近
接
す
る
犯
罪
的
な
事
例
を
準
備
す
る
。
死
者

の
「
成
熟
卵
」
と
「
精
液
銀
行
」
の
「
混
合
精
液
」
か
ら
育
て
ら
れ
研
究
所
の
実
験
台
と
な
る
女
秘
書

や
、
意
識
不
明
の
内
に
身
体
の
切
断
を
計
画
さ
れ
る
当
直
医
な
ど
の
事
例
は
、
患
者
の
「
所
有
概
念
」

の
「
変
質
」
に
よ
り
「
一
般
概
念
」
上
の
「
犯
罪
」
の
犯
罪
性
が
無
化
さ
れ
る
、
と
い
う
論
理
で
正
当

化
さ
れ
る
。
患
者
が
理
解
・
制
御
不
能
な
身
体
の
「
所
有
」
権
が
病
院
／
医
者
へ
委
譲
さ
れ
る
こ
と
で

収
奪
が
ま
か
り
通
る
。
「
健
康
」
の
要
請
へ
の
服
従
に
よ
る
、
身
体
に
関
す
る
「
主
体
性
」
の
消
去
が
、

身
体
の
収
奪
に
抵
抗
す
る
基
盤
を
解
体
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。

『
密
会
』
の
病
院
で
は
、
病
院
内
外
／
七

0
年
代
前
後
の
各
時
期
に
お
い
て
分
化
・
変
容
す
る
医
療
・

福
祉
の
特
徴
が
、
「
健
康
」
へ
の
要
請
と
人
間
の
「
主
体
性
」
と
の
凋
係
を
軸
と
し
て
接
合
さ
れ
て
い

る
。
〈
病
院
1
1

社
会
〉
概
念
は
、
変
容
す
る
医
療
•
福
祉
の
諸
相
が
接
合
さ
れ
る
世
界
と
し
て
再
定
義

で
き
る
。
「
健
康
」
の
要
請
が
増
す
中
で
の
人
々
の
「
患
者
」
化
・
身
体
に
関
す
る
「
主
体
性
」
の
消
去
を
身

体
の
資
源
化
の
原
因
と
し
て
描
出
す
る
本
作
は
、
同
時
代
状
況
と
連
動
し
つ
つ
、
潜
在
す
る
危
険
を
実

験
的
に
提
起
す
る
、
批
評
的
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

今
後
の
展
望
と
し
て
、
「
主
体
性
」
を
軸
と
し
た
係
争
自
体
を
問
い
直
す
描
写
の
分
析
に
よ
る
、
本

作
の
批
評
性
の
更
な
る
更
新
が
挙
げ
ら
れ
る
。
〈
病
院
1
1

社
会
〉
に
お
け
る
問
題
の
焦
点
と
さ
れ
る
「
所

有
」
「
自
己
決
定
」
の
枠
か
ら
逸
脱
す
る
「
娘
」
の
分
析
な
ど
を
通
し
、
「
主
体
性
」
の
有
無
に
焦
点
化

せ
ず
身
体
の
収
奪
を
問
題
化
す
る
、
本
作
の
新
た
な
視
角
を
開
く
必
要
が
あ
る
。

1
6

「
「
半
病
人
」
こ
れ
で
返
上
中
央
保
健
所
に
健
康
セ
ン
タ
ー
適
切
な
運
動
や
栄
養
指
導
」
『
朝
日
新
聞
」
一
九
八

0
年

二
月
二
三
日
付
東
京
朝
刊
二

0
面
に
は
、
「
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
の
下
、
「
半
健
康
人
」
に
対
す
る
検
査

や
運
動
・
栄
養
指
導
を
行
う
「
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
構
想
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
と
め


